
(34）芥菊答座了。勉姑起身，走到生息鼠，想掌杯酸妨，却看児云海主主監面

包，云海打招呼説：“噂，安娘，早明。”（小説《浮j冗2》11頁）

（芥来日は承諾をし、立ち上がると、休憩室へと足を運ばせた。そしてヨー

グルトを手に取ろうとすると、云海がちょうどパンをほうばっているの

を目にした。彼は「ハイ、安娘、おはよう J と挨拶をした。）

(35）喰，一帆，介、娼婦生病了，現在在医院畷。没什仏大事，就是有点友焼， it.

在打点滴呪。（テレビドラマ《蚊族的奇斗》第 15話）

（もしもし、一帆、あなたのお母さんが体調を崩してね、いま病院にいる

の。大したことはないわ、ただちょっと熱があるの、ちょうど点滴をして

いるところよ。）

(33）の“秀蓬迩正在睡覚”における“在”の目的語は“秀蓬的臣ト室”であると

考えることができる。なぜなら“秀蓬迩正在睡覚”の前に“秀蓬的臣卜室”という

場所を表す成分が生起しているからである。では“在”と度接連関する成分のみ

を抽出して論理表記しよう 。

(36) トノレ．～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［秀蓬，秀蓬的臣ト室，睡’（秀蓬，覚）＆ 在’ ｛睡’ （秀蓬，党），秀蓬的臣ト室｝］

アノレ ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この論理式は“睡’（秀蓬，覚）”が 「秀蓬が睡眠をとる jという意味を， “在’

｛睡’（秀蓮，覚），秀蓬的臣ト室｝”が「それ（秀蓬が睡眠をとる）が秀蓬の寝室に存在

するj という意味を，そして“在’ ［秀蓬，秀蓬的臣ト室，睡’（秀蓬，覚）＆在’｛睡’

（秀蓬，党），秀蓬的臣卜室｝；”が「秀蓬が，秀蓬の寝室において，秀蓬が睡眠をとり

、かつそれ（秀蓬が睡眠をとる）が秀蓬の寝室に存在するという様態にある j とい

う意を示している。

次に（34）の“却看児云海正在吃面包”における“在”の目的語について考えて

みると，ここでは前に“走到休息向”があるので，“云海正在吃面包”の出来事地

点は“休息向”であると見なすことが可能である。そのため論理式は以下のよう

になる。

(37) 食ベル ～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［云海，休息向，吃’（云海，面包） ＆ 在’｛吃’（云海，部包），休息向｝］

アノレ ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

“吃’（云海，面包）”が「云海がパンを食べる j という意味を， “在’ ｛吃’（云

海，面包），休息河｝”が「それ（云海がパンを食べる）が休憩室に存在するJ という

意味を， “在’［云海，休息問，吃’（云海，面包）＆在’ ｛吃’（云海，面包），休息問｝

］”が「云海が，休憩室において，云海がパンを食べ、かつそれ（云海がパンを食

べる）が休憩室に存在するという様態にあるJという意を表している。

そして（35）の“正在打点滴”における“在”の目的語は この文の前方にある
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“現在在医院月尼”の“医院”であると理解できるので，

(38) スル ～ガ ～ヲ 存在スノレ ～ガ ～ニ

在’［介、娼婦，医院，打’（休娼婦，点滴） ＆ 在’｛打’（件、娼婦，点滴），医院｝；

アノレ ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

といった論理式を構成することになる。この式は“打’（件、婦女弓，点滴）”がfあな

たのお母さんが点滴をする jという意味を表 し， “在’（打’（体処鈎，点滴），医院

｝”が「それ（あなたのお母さんが点滴をする）が病院に存在するJという意味を表

し， “在’ ［介、始錦，医院，打’（体処姑，点滴）＆在’ ｛打’ （体娼婦，点滴），医院）］”

が「あなたのお母さんが，病院において，あなたのお母さんが点滴をし、かつそ

れ（あなたのお母さんが点滴をする）が病院に存在するという様態にある」という

意を表している。

あと二つ似た例を挙げておこう。

(39）今天径辻産主底的吋候，看到休孟主主迭条項縫，我就知道休一定是在方陪

天湊医弱費暁。（テレビドラマ《夏家三千金》第 34話）

（今日、宝石店を通りかかったときに、あなたが了度このネックレスを売

っているのを見たの。知っているわ、陪天のために医療費を集めている

んでしょう。）

(40) A：迭屋子里在干什位、暁？

B：蒐伯伯，我釜正在打光双暁。（テレビドラマ《蒐府大院》第 25話）

(A：「その部屋の中で何をやっているんだ？ J ) 

(B：「活さん、僕の父が光双をお仕置きしているのです。 J) 

(39）の“体正在実迭条項健”は“在”の目的語が生起していないが，前に“今

天径辻珠宝店的吋候”という命題表現があるので，“在”の目的語は“珠宝店”で

ある，という判断を下しえる。故に論理式は下記の如く表記できる。

( 41) 売ル～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［イ本，珠宝店，実’（体， iさ条項縫）＆在’｛柔’（休，迭条項縫），珠宝店）］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この論理式は“実’（体，迭条項縫）”が「あなたがこのネックレスを売る jとい

う意味を示し， “在’｛実’（体，iさ条項縫），珠宝店）”が「それ（あなたがこのネッ

クレスを売る）が宝石店に存在するjという意味を示している。そして式全体であ

る“在’［イ示，珠宝店，実’（依，iさ条項縫）＆在’ （柔’（休，iさ条項縫），珠宝店｝］”は

「あなたが，宝石店において，あなたがこのネックレスを売り、かつそれ（あな

たがこのネックレスを売る）が宝石店に存在するという様態にあるJという意を表

している。

(40）の文は，最初に“返屋子里在干什仏呪”という文があるので，この文の回

答である“蒐伯伯，我釜正在打光双幌”の“我釜打光双”という出来事は“屋子”
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において行われていると推測することができる。そのため論理式は次のようにな

る。

(42) オ仕置キスル ～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［我釜，屋子里，打’（我釜，光双） ＆ 在’｛打’（我釜，光双），屋子里｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

(42）は“打’（我釜，光双）”が「僕の父が光双をお仕置きするjという意味を表

し， “在’｛打’（我釜，光双），屋子里｝”が「それ（僕の父が光波をお仕置きする）

が部屋に存在するJという意味を表し， “在’［我釜，屋子里，打’（我釜，光双）＆

在’｛打’（我釜，光次），屋子里｝］”が「僕の父が，部屋において，僕の父が光双を

お仕置きし、かつそれ（僕の父が光波をお仕置きする）が部屋に存在するという様

態にあるJ という意を表している。

そこで，以下の用例を見たときに疑問が生じるかと思われる。

(43）我主主卒！（テレビドラマ《張小五的春天》第 2話）

（私はタクシーを拾っているのよ！）

(44) A：主笠我？

B：晦，刷オ吃夜宵的吋候，看到休1n科定的仮金上有体的名字，所以就梢微
多等了一小会JL。（テレビドラマ《再婚遊行吋》第 14話）

(A: iあなた私を待っているの？ J ) 

(B: fうん、さっき夜食をとるときにあなた達が注文した弁当ケースにあ

なたの名前があったのを見たの、だから ちょっとだけ長めに待ってい

たのよ。J) 

(45）襖，莫愁日間，我是姐姐，我看到了那小扱紙了，我想践佑：説商句， E畏，暇，

在所時？（テレビドラマ《京隼畑云》第 32話）

（もしもし、莫愁、お姉ちゃんよ、あの新聞を見たわ、ちょっと話がある

んだけど、もしもし、聞いてるかしら？）

(43）、（44）、（45）はいずれも“在”の後方に目的語が生起しておらず。しかも

前後の文脈からも出来事の発生地点を推測することができない。しかし，（43）の

例は，引用先であるテレビドラマ《政小五的春天》によると，この場面は猶に酔

った発話者が一人でタクシーを拾っている所である。故に“我在打卒”の出来事

地点は，発話者が存在している一つの場所に限定されるので，既知の情報として

“在”の目的語が省略されたと解釈できる。よって論理式に示すと下記のように

分析できる。

(46) 拾ウ ～ガ～ヲ 存在スノレ ～ガ ～ニ

在’［我，iきJL，打’（我，卒）＆在’｛打’（我，卒）, jさJL}] 

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ
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この式は，まず“打’（我，享）”が 「私がタクシーを拾う jという意味を表して

いる。次に“在’｛打’（我，卒）' Jさjし｝”が ［それ（私がタクシーを拾う）がここに

存在するJという意味を表している。そして式全体となる“在’［我，iさJL，打’（

我，卒）＆在’ ｛打’（我卒）返）L}J”が 「私が ここにおいて 私がタクシーを拾

い、かつそれ（私がタクシーを拾う）がここに存在するという様態にある j という

意を表している。

また（44）の“在等我？”では，一見“等”がどこで生じているのかが不明だが，

《再婚遊行吋》を見ると，発話時点のーか所で行われていることが分かるが故，

既知の情報として“在”の目的語が省略されたと理解できる。故に“在等我”は

「あなたが，ここにおいて，私を待っている」という意を包摂していると解しう

るので，

(47) 待ツ ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［体，iさJL，等’（休，我）＆在’ ｛等’（休，我）' Jきjし｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

といった論理式が完成する。つまり“等’（体我）”が「あなたが私を待つ」とい

う意味を表し， “在’｛等’（体，我）' JさJL}”が「それ（あなたが私を待つ）がここ

に存在するJという意味を表し， “在’ 〔休，迭JL，等’（休，我）＆在’｛等’（休，我）

' Jさん｝］”が「あなたが，ここにおいて，あなたが私を待ち、かつそれ（あなたが

私を待つ）がここに存在するという様態にあるJという意を表している。

そして，（45）の“在所時”は《京隼畑云》を見ると 発話者はすでに相手がど

こで電話をしているのかを理解している ということが看取できるので，特定の

ーか所で“所”をしていることが分かる。故に“在”の後方の目的語を省略する

ことができたと解しえる。これも論理式を使って記してみよう 。

(48) スル～ガ～ヲ存在スノレ ～ガ ～ニ

在’｛件、，那JL，所’｛休，説’（我，活））＆在’［所’ ｛休，説’（我，活）｝， 那jし］】

キク ～ガ ～ヲ

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

“説’（我，活）”が「私が話をするJ という意味を，“所’ ｛イ%！＼，説’（我， i舌）｝”

が「あなたがそれ（私が話をする）を聞く」という意を，そして“在’［所’｛体，

説’（我，活）），那jし］”が「それ（あなたが私が話をするのを聞く）があそこに存在

するJ という意味を表している。最後に式全体である“在’｛休，那JL，所’ ｛体，

説’（我，活）｝＆在’ ［所’｛佑t，悦’（我，活）｝，那jし］｝”の読みは「あなたが，あそこ

において，あなたが私が話をするのを聞き、かつそれ（あなたが私が話をするのを

聞く）があそこに存在するという様態にあるJ となる。

次節では，出来事地点が複数に及ぶことにより，出来事の発生地点を特定化す

ることができず，目的語が省略された“在”構文について検討したい。
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2.2出来事地点が特定化できずに目的語が省略された“在”構文

まず以下の例について考えてみよう。

(49) A：紅玉，我氾得我出国留学前，イホ就在看紅楼多，現在迩在看司牙？

B：我百看不灰，我最喜攻林黛玉了。（テレビドラマ《京隼煩云》第 17話）

(A：「紅玉、僕が海外留学する前から、君は紅楼夢を読んでいたと思うん

だけど、今もまだ読んでいるのかい？」）

(B：「何度読んでも飽きないわ。林黛玉が一番好きなの。J) 

ここでの考察対象は“現在迩在看明”における“在”である。なお“在”に焦

点を当てた論考にするため，便宜を図って“現在迩在看味”を“紅玉在看紅楼歩”

という命題表現に変換して考察を進めることにする。この“紅玉在看さE楼歩”は

複数の地点で何度も行われ，出来事地点を一つに限定させる必要がなくなったが

故， “在”の後の目的語が省略されたと考えられる。その根拠は以下の四つであ

る。

第一に， ドラマ《京隼畑云》を見ると， (49）の場面において， “主工玉”は実際

に“主工楼歩”を手に取って読むという行為を行っていなし、からある。

第二としては， “我氾得我出国留学前，休就在看紅楼歩”や“現在迩在看味”

における高lj詞の“迩”，更には“我百看不灰”などの表現から， “主工玉在看主工楼

多”が繰り返し行われていることが分かるためである。

そして三つ目の根拠は ドラマ《京年畑云》には ( 49）のシーン以外において

も“紅玉在看紅楼歩”の多発性を看取できる文が発話されるからである。以下そ

れらの例をあげよう。まず（50）を見られたい。

(50) A：紅玉身子迭仏淡薄，是不是病了？

B：毎年的春秋商季呪，地都会病上九回，去年春夫日阿，地在床上蛸了一小多

月，可地都不肯休息，整夜整夜地看紅楼歩。（テレビドラマ《京隼姻云

》第 16話）

(A：「紅玉の身体があんなにも細いのは病気だからかな？ J ) 

(B: f毎年春と秋に何度か体を壊して 去年の春、彼女は床で一カ月余り

も横たわっていたの。でも、決して休もうとはせずに、毎晩のように紅楼

夢を読んでいたわ。」）

(50）における“整夜整夜地看紅楼多”は，「毎晩のように紅楼夢を読むJという

意である。故iこ，“主E玉”が飽きることなく何度も“紅楼多”を見ていたと理解す

ることができる。続けて（51）の例も見られたい。この場面からも“紅玉”が如何

に“紅楼多”を愛読しているのかが窺える。

(51) A：紅玉， j玄室工楼多佑：看辻多少適了？

B：不多，也就二十凡逓明。可我毎一次看完，都有不同的感受。（テレビド

ラマ《京隼畑云》第 16話）
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(A：「紅玉、この紅楼夢の本、どのくらい見たの？ J 

(B: r多くはないわ、せいぜい二十回くらいかしら。でも毎回読み終える

たびに違った感銘を受けるの。J) 

(51）では発話者 Bが“紅玉”であり，“不多，也就二十凡逓日巴。可我毎一次看完，

都有不向的感受”と答えていることから，彼女の“主工接多”に対する熱狂ぶりが

察しえる。また，発話者 Aが“迭を工楼歩休看辻多少適了？”といった質問をして

いることからも，“主E玉”が“紅楼多”を飽きることなく何度も読み続けているこ

とを推測しえる。

従って（50）、（51）の二例からも“紅玉在看紅楼歩”という出来事が幾度となく

発生していることが明断となった。

さて， “紅玉在看紅楼歩”があらゆる場所において何度も行われていることを

示す第四の根拠は，ドラマ《京隼煩云》の第 30話から看取しえる。この場面にお

いても“紅玉”は“紅楼多”を読み，かつそれを大邸宅の庭園において，泰然と

歩きながら行っている。従って“紅玉在看金工楼多”の出来事地点が一つの場所に

限定されていない，ということを改めて理解することができる。

以上の四つの理由により， “紅玉在看紅楼多”が様々な所で発生していること

が判然とした。故に“現在迩在看母子”における“在”の目的語は出来事の発生地

点を指定することができず省略されたと見なしうる。では“生工玉在看紅楼多”を

論理式で表してみよう。

(52) 読ム ～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［紅玉， φ，看’（紅玉，さ工楼歩）＆在’｛看’ （紅玉，紅楼歩）， φ｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この式は，まず“看’（紅玉，紅楼歩）”が「紅玉が紅楼歩を読むJという意味を

表している。次に“在’（看’ （生工玉，重工楼多）， φ｝”が「それ（紅玉が紅楼多を読

む）がある場所に存在するjという意味を表している。 “φ”は「ファイJと読み，

不確定の場所を指示している。そして（52）全体の“在’［紅玉，ゆ，看’（紅玉，重工

楼多）＆在’ ｛看’（紅玉，紅楼参入 φ｝］”はf紅玉が，ある場所において，紅玉が紅

楼多を読み、かつそれ（紅玉が主工楼多を読む）がある場所に存在するという様態に

ある j という意を表している。

留意されたいことは，ある対象の特定化が行えず目的語が生起しない現象は他

の構文においても存在する，ということである。そこで“被”構文が生起した文

を二例見られたい。

(53) A：静宜，好点jし了時？

B：好多了，場t謝休。
A：到底宏、仏回事）LO阿？

B：我護主至lj屯梯里了。（テレビドラマ《女人的顔色》第 67話）
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(A：「静宜、少しは良くなった？ J ) 

(B：「だいぶ良くなったわ、ありがとう 。j

(A: f一体どうしたの？ J ) 

(B：「誰かのせいでエレベーターに閉じ込められたの。j

“我被美到屯梯里了”における“被”の後iこは目的語が生起していない。それ

は何故だろうか。 というのは，発話者 Bである“静宜”は誰によって“美在屯梯

里”ということを被ったのかが分からなかったからである。これは（53）の例の引

用先であるドラマ《女人的顔色》を見ると判然とする。この場面は，発話者 Bの

“静宜”が閉塞症であることを知る友人が，愛人を奪われた恨みを果たすため，

ひそかに発話者 Bの“静宜”を特別な操作によってエレベーターの中に閉じ込め

てしまう。だが幸いにも“静宜”は病院に運ばれ一命を取りとめるのである。従

って，“被”の後方に生起するはずの目的語が特定化できず，省略されたと理解で

きるので，以下のような論理式が連想しうる。

(54) 関ジ込メル～ガ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ

被’｛我， φ，美’（φ，我） ＆ 到’（我，屯梯里））

被ル～ガ～カラ ～トイウコトヲ

(54）の論理式は“美’（φ，我）”が f誰かが私を閉じ込めるJという意味を表し，

“到’（我，屯梯里）”が「私がエレベーターに到る」という意味を表し， “被’｛我，

φ，美’（φ，我）＆到’（我，屯梯里）｝”が「私が，誰かから，誰かが私を閉じ込め、

かつ私がエレベーターに到るということを被るJという意を表している。

(55）勉一定在学戸示的，地的オ能是不会盗塁盆的。（テレビドラマ《花非花雰

非雰》第 22話）

（彼女はきっと声楽を学んでいるはずよ、彼女の才能は埋もれるはずがな

いわ。）

ドラマ《花非花雰非雰》によると，この文は“地”を長年探し続けている妹が

発話したものである。しかし姉の消息はほとんど得られずにいた。故に，姉の才

能を潰した人物を表現することは不可能であり，かつ必要のないことなので，“被”

の後方の目的語が省略されたと解しうる。よってこの文の論理式は，

(56) 埋メル～ガ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ

被’［地的オ能， O，埋没’（φ，弛的オ能）＆到’｛埋没’（ゆ，地的オ能），地的オ能｝］

被ノレ ～ガ ～カラ ～トイウコトヲ

となる。 “埋没’（φ，地的オ能）”が 「誰かが彼女の才能を埋める jという意味を，

“到’｛埋没’（φ，勉的オ能），地的オ能｝”が「それ（誰かが彼女の才能を埋める）

が彼女の才能に到る」という意味を， “被’［地的オ能， O，埋没’（の，勉的オ能）＆

到’｛埋没’（φ，地的オ能），地的オ能｝］”が「彼女の才能が，誰かから，誰かが彼
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女の才能を埋め、かつそれ（誰かが彼女の才能を埋める）が彼女の才能に到るとい

うことを被るJという意を表 している。

さて，再び，出来事地点が複数に及ぶため“在”の目的語が省略された例を挙

げることにする。それは以下の三例である。

(57）現在他｛（］到史上在弧我。（テレビドラマ《蒐府大院》第 22話）

（し、ま彼らはあちこちで俺を捕まえようとしている。）

(58）迭是世界上現在最民摩的一小舞揺，全世界人都在跳。（テレビドラマ《哨

1l'J結婚日巴》第 20話）

（これはいま世界で一番旋風を巻き起こしているダンスなんだ、世界中の

人がみな踊っているんだ。）

(59）他傾耳鋼所，街上没有一点戸音。那最常所到的屯卒鈴戸，与小販的呼戸，

全丞~一律停止。主主是主主主主！（小説《四世間堂》 45 頁）

（彼が耳を澄ませると、街道は静寂しきっている。あのいちばん耳馴染み

なトロリーパスの鈴の音と物売りの掛け声は、いま全てピッタリと止ん

でいる。北平が働突しているのだ！）

(57）では“他的”と“到赴”が生起しているが故，“事i〔我”があらゆる場所にお

いて行われていることが想像できる。よって，“他的在w我”の出来事地点を特定
化することができず，“在”の後方の目的語が省略されたと推測することができる。

念のためここでも論理式を運用して解析する。

(60) 捕マエル～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［他イ［］，到赴，弧’（他1l'J，我） ＆ 在’｛事R’（他イ｛］，我），到赴｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この式は，まず“弧’（他イ［］，我）”が「彼らが俺を捕まえる jという意味を表し，

次に“在’｛弧’（他的，我），到赴）”が「それ（彼らが俺を捕まえる）があちこちに

存在する」という意味を示している。そして式全体である“在’［他ff]，到赴，事K’

（他ff]，我）＆在’｛!fl〔’（他的我）到赴｝］”の意味は「彼らが，あちこちにおいて

彼らが俺を捕まえ、かつそれ（彼らが俺を捕まえる）があちこちに存在するとい

う様態にある」と読む。

(58）の“全世界人都在跳”では “全世界人都”によって，“跳”という出来事

が複数存在していることが保証されるので，特別“跳”の発生地点を定める必要

がなくなり，“在”の目的語が省略されたと判断しえる。そのため論理式で表すと

下記の（61）のようになる。

(61) 踊ノレ ～ガ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［全世界人， φ，跳’（全世界人）＆在’｛跳’（全世界人）， φ｝］

アノレ ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ
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“銚’（全世界人）”が「世界中の人が踊る j という意を， “在’｛跳’（全世界

人）， φ｝” が 「それ（世界中の人が踊る）がある場所に存在する jという意を，そし

て“在’［全世界人， φ，跳’（全世界人）＆在’｛跳’（全世界人）， φ｝］”が 「世界中

の人が，ある場所において，世界中の人が踊り、かつそれ（世界中の人が踊る）が

ある場所に存在するという様態にあるj という意を表現している。

さて，（59）の“北平是在悲泣”においては，“北平”に含まれる複数の場所概念

によって，目的語が“在”に後続していないと考えられる。そこで“那最常所到

的屯卒鈴戸，与小販的呼戸，”に留意されたい。これは北平の本来のあるべき平和

な情景を描写している。しかし，“今天都一律停止”により，この時，その普段の

あるべき北平の活気が全て失われていることが分かる。即ち，“北平”に存在する

さまざまなものから感じ取れる活気のなさが“北平是在悲泣”を意味しているの

である。そのため，“悲泣”の出来事地点をわざわさ 一つずつ表現する必要はない

と見なし“在”の目的語が省略されたと理解できる。よって論理式を用いると，

(62) 働笑スル ～ガ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［北平， φ，突泣’（北平）＆在’｛突泣’（北平）， φ｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

となる。この式は， “突泣’（北平）”が f北平が働突する j という意味を表し，

“在’｛突泣’（北平）， φ｝”が 「それ（北平が働突する）がある場所に存在するJと

いう意味を表し， “在’ ［北平， φ，突泣’（北平）＆在’｛央泣’（北平）， φ｝］”が「

北平が，ある場所において，北平が働突し、かつそれ（北平が働突する）がある場

所に存在するという様替、にある」という意を表している。

以上から，“在”に後続して出来事の存在場所を示す成分は，出来事の発生地点

が複数に及ぶと，出来事の発生地点の特定化が困難となるが故，省略されること

が分かった。

次の節では目的語が生起した“在”構文について論じることにしたい。

2.3目的語が生起した“在”構文

ここでは如何なる場合に“在”の目的語が生起するのかを考えてみたい。以下

四つの例を挙げる。まず（63）の例を見られたい。

(63）快点jし牧拾明，我在楼下等体。（テレビドラマ 《等待錠放》第 30話）

（早く片付けてね、下で待っているわ。）

ここでは“在”の後に“楼下”が生起している。なぜなら，引用先のドラマ 《等

待錠放》から看取できるように 発話者は いま居る場所とは異なった所で“等

休”が存在することを相手に伝えようとしたからである。従って論理式を用いる

と，

35 



(64) 待ツ ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［我，楼下，等’（我，休） ＆ 在’｛等’（我，休），楼下｝］

アノレ ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ ．

と解析できる c この式は“等’（我，休）”が「私があなたを待つj という意を，

在’｛等’（我，休），楼下｝”が fそれ（私があなたを待つ）が下に存在する j という

意を， “在’［我，楼下，等’（我，f庁、）＆在’｛等’（我，休），楼下））”が「私が，下に

おいて，私があなたを待ち、かつそれ（私があなたを待つ）が下に存在するという

様態にある j という意を表している。

逆に出来事の存在場所を発話の地点に国定させたい場合には次のような表現を

する必要がある。

(65) “体等一下，我去限渇超洪一下。”勉特身向大庁里砲，胞了商歩，又回辻

~OJ嘱他，“介、在迭等我 H阿，不要胞了，我去E良他洪一下就回来。”勉看児

他点~了，オ放心地向大庁砲去。（小説《致命的温柔》 95 頁）

（「ちょっと待っていて、渇超と話をしにいってくるから。j 彼女は身を

翻して大広間へと駆けた。ところが，数歩足を進めると、再度振り返っ

て彼に言い聞かせた。 「ここで待っていてね。いなくならないでよ、彼

とちょっと話しをしたらすぐ戻って来るから。 Jそして彼が領く姿を確認

すると、安心した様子で大広間へと駆けて行った。）

二行自の“休在迭等我明”における“在”の後ろには近方を指示する“法”が

包的語として生起している。というのは，この場面は“回辻失OJ嘱他”、 “不要

胞了，我去 lE~他洪－下就回来”、 “地看児他点失了，オ放心地向大庁胞去”とい

う命題表現から看取できるように， “休在迭等我網”と発話した人物は，相手に

対して，発話地点に留まって自分のことを待っていて欲しい，と強く望んでいる

のである。これも論理式で表現しておきたい。

(66) 特ツ ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［休，iさ，等’（材、，我）＆在’｛等’（体，我）, Jさ｝］

アノレ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この式は“等’（体，我）”が「あなたが私を待つ」という意を表し， “在’｛等

（休，我）' jさ｝”が「それ（あなたが私を待つ）がここに存在するjという意を表し

“在’［休，iさ，等’（体，我）＆在’（等’（休，我）， 53:｝］”が「あなたが，ここにお

いて，あなたが私を待ち、かつそれ（あなたが私を待つ）がここに存在するという

様態にある j という意味を表している。

また，“iさJL”とは反対に，遠くで存在している出来事を指示する場合には“那

JL”を用いて，

(67）就是因方不貴H阿，我｛［］オ芙了迭些志西回来。彼多人都在那JL排臥明，我イ［］

也排了彼久，所以H阿，更要多芙点JL回来。（テレビドラマ《来不及説我愛
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体》第 19話）

といった文を作ることができる。“彼多人都在那JL排臥日阿”（たくさんの人があそ

こで並んでいます）は“在”の後方に“那JL”が生起しているので，“排臥”が発

話者から遠方において存在していると推測することができる。実際に，ドラマ《来

不及説我愛介、》を確認するとその距離を感じとることができる。故にこの文を論

理式で示すと以下のように表記する必要がある。

(68) 並ブ ～ガ存在スル ～ガ ～ニ

在’［彼多人，那jし，排臥’（彼多人）＆在’ ｛排臥’（彼多人），那JL}J 

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この論理式は“持臥’（彼多人）”が「たくさんの人が並ぶj という意味を表し

ている。次に“在’｛排臥’（彼多人），那JL}”は「それ（たくさんの人が並ぶ）があ

そこに存在するj という意味を表している。式全体である“在’［彼多人，那JL,

排臥’（彼多人）＆在’｛排臥’（彼多人），那JL}J”は「たくさんの人が，あそこにお

いて，たくさんの人が並び、かつそれ（たくさんの人が並ぶ）があそこに存在する

という様態にある j といった意を示している。

そこで興味深いことは，たとえ発話者の傍で出来事が［進行］していても，発話

者が疎遠に感じる場合は“注JL”を使わず“那jし”を使って，

(69）丁香，体知道時，世界上最遥返的距寓，不是件、在天涯我在海魚，而是我

姑在体芳i左，体却在那JL玩JL手机。（テレビドラマ《北京青年》第 8話）

（丁香、知っているかい、世界で最も遠い距離って、君が天にいて僕が海

．にいるようなものじゃないんだ。それは僕が君の横で立っているのに君が

携帯をいじっていることなんだ。）

と言うことができることである。ここでの“那jし”は発話者と出来事の間におけ

る空間的な距離を指示しているわけではない，と考えられる。それは，ドラマ《北

京青年》における展開と“世界上最遥返的距寓，不是体在天涯我在海角，而是我

姑在休芳i左，休却在那JL玩jし手机”という命題表現に秘密が隠されている。つま

り，発話者は聞き手である“了香”に対して酷く好意を抱いていたが，一向に受

け入れられずにいた。故に，（69）の“而是我姑在介、寿地，休、却在那JL玩jし手机”

の表現からも分かるように，この時，発話者は“丁香”と身体的距離が近いにも

関わらず，その二人の心的距離は依然として天地の差があったと感じたのである。

換言すると，発話者は，“丁香”は発話者とはかけ離れた所において“玩jし子机”

という行為を行っているという感覚に見廻れたのである。それが故，発話者は，

“休玩jし手机”が発話者の真横で行われているにもかかわらず“那jし”を用いた

と解しえる。従って論理式を使用すると，
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(70) 弄ル ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［体，那jし，玩’（件、，手机） ＆ 在’ （玩’（休，手机），那JL}J

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

といった表記となる。この式は“玩’（位、，手机）”が f君が携帯を弄る jという意

を表し， “在’｛玩’（休，手机），那JL｝”が「それ（君が携帯を弄る）があそこに存

在する j という意を表し “在’ ［体，那JL，玩’（徐，手机）＆在’｛玩’（休，手机），

那jし｝］”が「君が，あそこにおいて，君が携帯を弄り、かつそれ（君が携帯を弄

る）があそこに存在するという様態にあるj という意味を表している。

2.4第二章の結び

本章は［進行］の意味を表す“在”構文を，

①出来事地点が既知の情報と見なされて目的語が省略された“在”構文

②出来事地点が特定化できずに目的語が省略された“在”構文

③目的語が生起した“在”構文

の三つに分けて論じ，副詞の“在”は，意味上，前置詞の機能を兼ね備えている

ことを多くの実例と論理式によって証明した。つまり，副詞“在”は場所の意を

表す成分が後続しないが，それは“在”に後続する目的語が省略されたと見なす

のである。

また，前置詞“被”、“姶”，および“正在”が生起した文も目的語が省略された

例として考察を行い“在”の目的語省略現象の傍証とした。

注

1）本章は青木（2013a）の『現代中国語の統語成分“在”の用法と意味Jを基に再

考したものである。

2）前置詞の“在”が生起した文も［進行］の意を示しえると判断した理由は以下の

研究者による見解を基にした。

まず，丁声樹等（2009(1961):111）は“我在床上看有”（私はベッドで読書をして

いる）という文は「人がベッドに存在し、読書をするもベッドに存在するJと述べ

ている。故に“我在床上看有”には二つの意を含んでいると理解できる。次に李

隼俸（2010:92-93）は“我在教室渓有”（私は教室で勉強をしている）に対して以下

のような見解を有している。 「“我在教室”と“我在i柔-=rs”は合併して“我在教室

i柔有”となれる。“我在教室”と“我在i実有”の“在”は同じ様な意味を有するの

で，合併後の文ではただ一つの“在”を用いればよい。Jまた，李隼停（2010:95) 

では“我在教室渓有”（私は教室で勉強をしている）という文は「ちょうど［進行］

しているという時態を表わすが，同時に存在の意味も有している。Jと指摘した。

更に蒐継掩(1982:75）と政斌主繍（2001:684）では，“在”は副詞と前置詞の二役
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を担っていることを主張している。そこで弦斌主繍（2001:684）における記述を代

表として挙げると 「“他在（副詞）在（前置詞）黒板上写字押（彼は黒板に字を書い

ている）という時二つの“在”は合わさって一つになり“他在黒板上写字”とい

う。j と述べている。

また，第一章で言及したように，政斌主繍（2001:684）は副詞“在”の用例とし

て“吉普卒在公路上顛簸着，急破着”（ジープ車は道路において揺れながら疾走し

ている）という文を，そして弓真（2004:160）は“以后，我在銀人家説活吋，休最好

男リ括略者。”（今後私が人と話をしているときは、無駄口を挟まないでください。）

という文を挙げている。通常これらの“在”はともに前置詞として見なされるが，

この二つの文における動詞はいずれも［持続］の意味特徴を保持しており，文全体

は確かに［進行］の意を表していると見なしえる。よって，前置詞の“在”が生起

した文も［進行］の意味を示すことができると理解できる。

3) Chao (2011(1968):353-358）では「Vl-V2の下位意味は Vlで決定される」と述

べ，多くの用例を挙げている。その内，“在”、“A人”、“到”、“打”、“高”、“往”、

“対”、“向”、“姶”、“替”、“方”、“限”、“比

そのため，これらの成分は，述連構造全体から見ると， Vlの役割を担い，かつ，

V2の意味を支配していると考えられる。故に，本論文で， Vlを担う前置詞“姶”、

“被”、“在”の作用域が V2の作用域よりも広いと考えて論理表記を行うことは妥

当な分析であると言える。

また，朱徳照（1982:160）は「中国語の前置詞は多くが動詞の性質を有している。

従って，前置詞は述詞とは見なさないが，“前置詞＋目的語＋述語性成分”の形式

は，述詞によって構成される述連構造の性質にきわめて近い。故に，述連構造の

l一種であると見なしてよい。」と述べている。重要なことは，前置詞単独ではなく，

“前置詞＋目的語＋述語性成分”という構造全体から見た際に，その前置詞は述

連構造の Vlと同様の役割を果たす，と推測しえることである。

4）ここでの“杯上”は“杯”と“上”を分けてより厳密に“杯’（体，E妻子）＆有’

｛杯’（休，該子），上｝”と分析できるが，煩雑になり論点がずれるので簡略表記し

た。以下の論考で表す論理式（第三章から第七章までを含む）の分析においても，

論点に影響が生じない場合，便宜を図り簡略表記を行うこととする。

5）本章の論理式における括弧は“（ ）”、“｛ ｝”、“［ ］”、“【 】”の四つを使用

する。そして“（ ）”が最も作用域（scope）が狭く，“【 】”が最も作用域が広い

と仮定する。 即ち下記の（a）のように考える。

(a) ( ）く｛｝〈［］く【】

(a）は，“（ ）”は“｛ ｝”より作用域が狭く，“｛ ｝”は“［ ］”より作用域が

狭く，“［ ］”は“【 】”より作用域が狭いことを表している。

6）論理式の生成原理については第三章でより詳しく論じる。
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． 
‘ 

第三章 “在”構文の生成過程 l)

3. 0はじめに

第二章では［進行］の意味を表す“在”構文を命題論理と述語論理を併用した論

理式によって解析した。本章では論理式の整合性の向上を図るため， ［進行］の意

を示す“在”が生起した“材、在途等我”（小説《致命的温柔》 95頁）の部分をオー

トマトン（automaton）、状態遷移図（statetransition diagram）、論理回路 (logical

circuit）、タイプ理論（typetheory）に当てはめて考察する。そして最後には談話概

念から論理式の生成過程を検討する。次節ではオートマトンを用いた解析を行う 。

3. 1オートマトンによる解析

オートマトンとは何かを簡潔に紹介するために，まずオートマトンについて適

切な解説が見られる小倉（1996）の記述を引用する。

「オートマトン（automaton複数形は automata）は 情報科学では抽象的な有限

状態、の願序機械であるが，もともとの意味は，オルゴールとともにヨーロッパで

発達してきた華麗な自動人形である。オートマトンはさまざまなものが提案され

ている。当初は人工知能の研究対象として考えられてきた。さまざまな知的な振

舞いをする抽象的な自動機械のモデルとして考えられていたのである。ここで対

象としているオートマトンは 記号処理システムとしてのコンピュータのモデル

になっており，より抽象化された意味で言語を対象とする機械である。J（小倉

1996:83) 

また，小倉（1996）は以下のようにも述べている。

「オートマトンの分野は理論としては形式言語理論から計算理論まで広範にわ

たるが，実際の応用としてもプログラミングやシステムの設計など広い範囲で，

知識の表現方法としてもさまざまに使われている。」（小倉 1996:83)

そして小倉（1996:89）はオートマトンのモデルを次の（1）のように図示した。

(1) 

入力テープ

I a I b I b I b I 
み取りヘツド

この図について説明しよう 。メモリ状の長方形は 「入力テープ」という 。入力

テープはマスによって分けられており，このマスの中に文字が入力されることに

なる。その際，文字はーマスにおいて一つしか入力することができない。なお，
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本章では“休在迭等我”を解析するので， “体”を入力の開始地点であると仮定

する。

縦に延長している矢印は「読み取りヘッれという。これは文字を読み取る役

割を果たすので，入力テープの最も左側のマスから読み取っていくことになる。

従って，横に伸びる矢印は読み取りヘッドの移動方向を示している。つまり，左

から文字の読み取りが開始すると，右へとーマスずつヘッドが移行し， 一つずつ

文字を読み取っていくのである。故に，読み取った文字を保管する場所が必要と

なる。それは縦に伸びる長方形がその役割を果たしている。これを「有限状態部j

と呼ぶ。有限状態部は入力データを受け取ると そのデータを保管して情報を処

理する機能を果たす。従って，文字を読み取ると有限状態部にはその文字のデー

タが蓄積されることになる。

') 以上からオートマトンは言語の解析にも応用することができると考えられる。

そこで（1）をヒントにして“体在法等我”（あなたがここで私を待っている）を実

際にオートマトンに当て依めてみることにしよう。（2）を見られたい。

(2) 

入力テープ

｜休｜在｜返｜等｜我

T読み取りヘッド
l一一一一惨

｜ ｜有限状態部

この図から“休在返等我”は“体”から読み取りが始まって，その後， “在”、

“迭”、 “等”、 “我”と読み込まれていくことが想像できる。それに伴って，

有限状態部はその文字の情報をすべて受け取ることになる。つまり，“体”が“休

在”、 “体在迭”、 “体在迭等”、 “休在iさ等我”と次第にデータが蓄積されて

いくのである。そして読み取りが“我”まで到達すると“休在迭等我”が完成し，

かっ，その文字が全て有限状態部に蓄積されていることになる。 ところがここで

一つの疑問が生じる。それは，有限状態部では知何なる操作が行われているのか，

ということである。つまり，オートマトンの運用によって“体在迭等我”をひと

つずつ読み取っていくことは分かったが，そのプロセスにおいて生じたデータ処

理が如何なるものかについては明らかではない。そこで新たなモデルとして，次

節では状態遷移図を運用してみることにしたい。

3.2状態遷移図による解析

状態遷移図を用いると“休在返等我”は以下の（3）のように示すことができる。
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(3) 

体 在 iさ 等 我

この図から“体在法等我”の生起プロセスをより詳しく理解することができる。

“体”から読み取りが始ま ザ， “在”、 “法”、 “等”、 “我”が）順番に加わっ

て，最終的には“体在迭等我”が完成することになる。オートマトンと異なるの

は，文字が読み取られたときに，蓄積されたデータがその度にはっきりと図示さ

れているということである。これは内部記憶（internalmemory）によって実現され

る。実際に我々が一つの文を発話する際にも，脳内においてこれと同じような情

う 報処理を行っているといえる。つまり 論理上前に発話した文字のデータを記

憶することができなければ， 一つのセンテンスを造ることができないのである。

従って，状態遷移図は文の生起プロセスを分析するモデルとしてとても有効であ

るといえる。

なお，この状態遷移図において用いられる記号にはすべて読み方がある。 （3)

における五つのアーチ形の矢印は「有向辺J という。その各矢印の上にある文字

（“体丹、 “在”、 “迭”、 “等”、 “我”）は状態遷移する成分である。従って，

有向辺は状態遷移する成分の遷移方向を指示する役割を担っていることが分かる

また，六つの大きな楕円は「節点（node)Jという。そして，この円の中にある

成分を「状態jと呼ぶ。つまり，この中に読み取った情報が反映されるのである。

また，ギリシャ文字のエプシロン“ E”は「ラベルj と呼び，初期状態の始点で

あることを意味している。郎ち「＠記号j の役割を果たしている。

では，これらの読み方を念頭に置きながら，改めて“体在迭等我”の生起プロ

セスを辿ってみよう。 “体在iさ等我”の生起プロセスは“体”、 “休在”、 “休

在迭”、 “介、在返等”、 “休在迭等我”である。故iこ， “体在迭等我”は五回状

態が遷移するということが分かる。すると，遷移の回数に比例して節点の中にあ

る状態も五つ存在することになる。

そこで， “体”を状態 1, “休在”を状態 2 “休在法”を状態 3, “イホ在返等”

を状態 4，そして“体在迭等我”を状態 5と称し，以下（4）の図を用いて詳しく検

討していくととにしたい。

(4) 竹、 在 :i3: 等 我
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まず Eが初期状態に存在する。そして“体”という情報が読み取られると，こ

の初期の状態にある Eが“体”と結びつき一つ目の節点に遷移して“体”という

状態が完成する。これが状態 1である。

次に，この状態 1である“体”に“在”が加わって，次の節点へと遷移すると，

“体在”という状態ができ上がる。これが状態 2である。

そして，状態 2の“体在”に“迭”が加わると，更に右の節点へと状態が遷移

して状態 3が形成される。即ち， “休在iさ”という状態が成立する。

更に， “休在返”である状態 3に“等”が追加されると 次の節点へと状態が

遷移して“休在返等”という状態が構成される。これが状態 4ということになる。

最後には，この“体在法等”という状態 4に“体”が加わり次の節点へとその

状態が遷移すると， “件、在迭等我”となり状態 5が完成する。

上記の分析から“体在迭等我”という文を状態遷移図に基づいて詳しく解釈す

ることができた。なお，このように情報を一つずつ処理していく手法は「カリー

化j (currying）に倣っていると見なすことができる。では，以上を踏まえて，次節

ではより厳密なる解析に迫ることにしよう。つまり，論理回路．の運．用へと到るこ

とになる。

3.3論理回路と論理式による解析

本節では“体在iさ等我”の生起過程を下記の（5）と（6）のモデノレを通じて考える

ことにしたい。（5）は“体在迭等我”の論理回路，（6）は論理回路に基づく論理式

である。

(5) 

体

佑：在

体在iさ

体在iさ等

件、在iさ等我

①②③④⑤ 

(6) 

①’休

②’在’（休，

③’在’（休，iさ

④’在’（休，iさ，等’

⑤’在’（件、，iさ，等’

（休，）＆在’（等’（体，），返））

（休，我）＆在’（等’（休，我），返））

この二つのモデルによって，“イ本在迭等我”が生成されるまでの過程を論理的に
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解釈することができる。つまり，“休”から“我”に到るまでの過程において，発

話者の脳内において如何なる言語的演算が行われていたのかを表しているのであ

る。以下，（5）と（6）を対比させながら“体在迭等我”の生成プロセスを確認して

いくことにしよう。

まず論理回路を示す（5）の①を見られたい。 この（5）の①は発話者が“体”と発

話することによって，“体”が現れたと考える。従って，（6）の①’は“①’休”

となる。この時点での論理式は“体”という個体の出現を示すだけであり，具体

的な意味は読みとれない。

そこで次に，（5）の②が示すように，“体”の後に続けて“在”が話されると，

“体”に続いて“在”の意味が蓄積される。従って， f“体”がある場所に存在す

るj という意味が生じる。つまり，“在”が現れたということは， f存在するJと

,-.) いう様態にある人物とその人物が存在する場所が導き出されることになる。そこ

で論理式では（6）の“②’在’（介、，”のように記述される。しかし，この段階では

“体”が存在する場所がまだ分からないので，「あなたがある場所において存在す

るj という解釈に止まっている。なお，（6）の“②’在’（休，”において，“在”

は述語となるので，その記しとして“在”の右上にプライム“’ ”を付記する

ことにする。

そして，“在”は述語として，“体”という個体とその“体”が存在する場所と

の関係を規定させる役割を果たすので，数学的にいうと，“在”は函数，“体”は

定項といえる。故iこ，“体”と“在”は，半小括弧“（”を使って，“在”と“介、”

を区別する。また同時に，“②’在’（体，”では，“在”が生起したことにより，

“体”の存在場所が必要となるので，“在’（体”の後にカンマ“， ”を記し，

この後で“在’（体，”の後方には場所を表す成分が伴うことを表示している。

次に，（5）の③を見られたし、。“法”が発話されると“休在”に“迭”という情

報が加わって“件、在迭”となる。これによって前段階において不明瞭であった“体”

の存在場所が定まったことが分かる。よって，（6）における③’の論理式は“在’

（休，法”となる。ここで確認しておきたいことは，この時点の論理式は“在’（体，

iさ”なので，その命題表現は“休在迭”である。故に，ここでの“在”は品詞で

いうと動詞であることが分かる。

さて，今度は（5）における④のように，“休在法”に“等”が加わると，（6）にお

ける④’の論理式が完成する。ここが重要な箇所である。つまり，“休在返”に“等”

「待つj という動詞の意味が追加されると，それに伴って“等”という行為を行

う対象が想定されて，“等’（体 ）”が出来上がる。また， u等”は述語であるた

め，プライム“’ ”と半小括弧“（”が“等”の右横に添えられる。そして，既

述したように，この“等”という動作行為は“返”で行われていることが分かる

ので，④’では“在’（等’（休， ) ' jさ）”という論理式も同時に表示される。故
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に，“等’（休， ）＆在’（等’（休， ) ' lさ）”が形成される。この際，連言（conjunction)

を示す“＆”を用いて，“等’（休， ）”と“在’（等’（休， ) ' lさ）”が，論理上，

同時に成立していることを表わす。留意されたいのは，連言は前件と後件を自由

に入れ替えることができるので，“等’（体， ）”と“在’｛等’（体， ），遮｝”は

前後を入れ替えて“在’｛等’（休， ) ' lさ｝＆等’（依， ）”と記述することもでき

る。しかし，v 等’（休， ）”は“在’｛等’（休， ），迭｝”の第一項に置かれ連鎖

関係を構築している。言い換えると，両命題は演緯モデルを形成し，

“在’｛等’（休， ) ' lさ｝”は“等’（休， ）”を下位範時化（subcategorarization)

している。故に“等’（体， ）”は意図的に“在’（等’（体， ) ' lさ｝”の前に置く

ことにする。

さて，次lこ，“等”は他動詞なので必ず“等”の対象物を表わす成分が必要であ

る。従って，“体”の右横にコンマ“， ”と小括弧“）”を付記し，“等”の対象

物となる成分の生起が必須であることを表わしている。 しかし，この地点では，

“体”が“迭”という地点において，“体”が何に対して“等”という行為を行っ

ているのかが分からない。そこで，（5）の⑤が示すように，発話者は空かさず“我”

を発話するに到る。故iこ，“休在迭等我”という命題表現が形成される。

そこで再度（6）における⑤’の論理式を見られたい。この論理式は四つの述語が

生起しているのに気づく 。即ち，

(a）“在’（休，迭，等’（体，我）＆在’（等’（体，我）' jさ））”の一番左にある“在”。

(b) “在’（休，iさ，等’（休，我）＆在’（等’（休，我）' lさ））”の中に埋め込まれて

いる“在’（等’（休，我）' jさ）”の“在”。

(c) “在’（位、，iさ，等’（休，我）＆在’（等’（休，我）' jさ））”の中に埋め込まれて

いる“等’（介、，我）”の“等”。

(d) “在’（休，iさ，等’（休，我）＆在’（等’（休，我）' jさ））”の中に埋め込まれ，

更にその中の“在’（等’（件、，我）' :iさ）”に埋め込まれている“等’（体，

我）”の“等”。

である。これら四つの命題において各述語（“在’”、“在’”、“等’”、“等’”）

/.J~ 制御する作用域（scope）はそれぞれ異なっている 。 最も広い作用域を持つ述語は

(a）において述語となっている“在’”である。二番目は，（b）において述語の役割

を担っている“在’”である。そして，最も小さい作用域を持つ述語は，（c）と（d)

における“等’”である。従って，各命題の述語が発揮する作用域の違いを明示す

るために，括弧の種類を変えて以下のように論理式を修正することにしたい。2)

(7) 待ツ～ガ～ヲ存在スル ～ガ ～ニ

在’［体，~.等’（体，我）＆在’ ｛等’（徐，我）' jさ｝］

アノレ ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

これで“休在迭等我”の生起プロセスを論理回路と論理式を用いて厳密に解釈
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することができた。

3. 4タイプ理論による解析

本節ではタイプ理論を運用して“休在迭等我”を分析してみることにする。こ

れまでのオートマトン、状態遷移図，そして論理回路と論理式を用いた解析は，

いずれも“休在迭等我”を“体”からひとつずつ順番に読み込んで， “休在iさ等

我”に含まれる命題内容をひとつずつ処理しながら， “体在jさ等我”の生成過程

を明示した。 しかし，タイプ理論では，文頭からの生起プロセスのみならず，反

対に，完成した一つの文がひと文字ずつ解体されていく過程も見ることができる。

そこで“体在迭等我”をタイプ理論によって表記すると以下のように分析する

ことができる。 （8）を見られたい。

(8) 

e 

(e~ t) 

体在迭等

／／ヘ＼＼

( (e, (e,t)), (e,e)) 

体

iさ

(e, (e, t) ) 

在

t 

休在iさ等我

( e-, t) 

等

e 

我

この式は（8）の一番上から術搬すると，“体在iさ等我”がタイプ理論の規定に基

づいて， “介、在迭等我”の末にある“我”から順に一つずつ分離していく様子が

見て取れる。一方，（8）を下から見ていくと， “体”から“休在法等我”が完成す

るまでの過程を観察することができる。その過程を詳しく解説すると以下のとお

りになる。

まず， “体”が“在”と結合すると“件、在”となる。これは即ち“在”を表す

式である“（e, (e, t) ）”が“介、”を表す“（ ( e, ( e, t) ) , ( e, e) ）”に入

力されると， “休在”を表す“（e, e）”が完成するということである。
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次；こ， “竹、在”が“jさ”と結合すると“休在法”となる。つまりこれは， “迭”

を表す“e”が“介、在”を表す“（ee）”に入力されると “介、在法”を表す“e”

が完成するということである。

そして， “休在迭”が“等”と結合すると“休在返等”となる。即ち， “等”

を表す“ （e, (e, t) ）”が“介、在迭”を表す“e”に入力されると“休在返等”

を表す“（e, t）”が形成されるということである。

最後に“体在iさ等”が“我”と結びつき“体在返等我”が出来上がる。つまり，

“我”を表す“e”が“体在返等”を表す“（e, t）”に入力されると， “休在返

等我”を表す“t”となる。

以上のように（8）を下の“体”からボトムアップ的に見ていくと，正にオートマ

トン、状態遼移図、論理回路のように，読み取りと内部記憶によって文字を蓄積

） しながら“体在迭等我”の生成過程をひとつずつ辿ることになる。つまり， “体”

が“在”と結合して“体在”となり 次にその“件、在”が“遠”と結合して“休

在迭”となる。そして“休在迭”が“等”と結合して“休在法等”となり，最後

には“休在返等”が“我”と結びついて“休在迭等我”が完成するといったプロ （

セスを踏んでいる。なお，当然ながら，以上の（8）のように分析することができた

のは任意的なものではなく，タイプ理論の規定に基づいている。

そこで（8）の式がそれぞれ何を意味するのかを説明しよう。

方立（2000:94-95）の解説に基づくと，名詞と代名詞は“e”で表し，他動詞は“（e, 

( e, t) ）”によって表される。そして， “e”は個体定項を表わし， “t”は式，

即ち文全体を示している。また，方立（2000:90）によると，全ての山括弧“（ 〉”

を伴う派生タイプは一定の内部結合を有しており，順序付きべア（orderedpair）と

なる。よって“（e, t）”は“（t, e）”と等しくないことが分かる。つまり，全

ての派生タイプは以下のように解釈される。

(9）派生タイプ＝ 〈インプットタイプ アウトプットタイプ〉

括弧されたものを派生タイプ，或いは複合タイプ（complextype）という。“（e, t）” 

の“e”はインプットタイプ（inputtype), “t”をアウトプットタイプ（outputtype) 

とし、う 。

故に，方立（2000:89）は以下のように定義した。

(10) a. eは論理タイプである。

b. tは論理タイプである。

c. もし aが論理タイプで， bも論理タイプなら， (a, b）は論理タイプで

ある。

d. 上記の a、b、cによって生成する論理タイプ以外，他はすべて論理タ

イプではない。
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次は，タイプ論理において用いられる一項述語、 二項述語、 三項述語について

説明しよう。ここで述べる述語は，論理式における述語とは異なるので注意が必

要である。

まず， 一項述語は“ （e, t）”によって表される。この一項述語である“ （e, t）” 

は個体定項の“e”と結合して式“t”を生成する。

次に，二項述語は“ （e,(e, t) ）”によって表される。この二項述語である“ （e, 

( e, t) ）”は個体定項の“e”と結合して一項述語“ （e, t）”を生成することが

できる。そして，その一項述語“（e, t）”は更に個体定項“e”と結合して式“t”

が生成される。

三項述語は“（e,(e, (e, t) ) ）”によって示される。この三項述語である“ （e, 

(e, (e,t）））”は，まず，個体定項“e”と結合してこ項述語“（e, (e, t) ）” 

を生成する。次に，その二項述語の“（e, (e,t））”は，更に個体定項“e”と

結合して一項述語“（e, t）”を生成する。最後にその一項述語である“（e, t) 

は個体定項“♂と結合して式“t”を生成する，といった過程を経る。

方立（2000:90）はiインプットタイプとアウトプットタイプはいずれも派生タイ

プである可能性があり，派生タイプの内部構造が如何に複雑であっても，常に二

項関係を保つj と述べている。これはタイプ理論が見せる強力な理論である。 こ

れによって， 一つの文を常に二分割して解析することが可能となるのである。要

するに，この二分割の操作は本章で運用したオートマトン、状態遷移図、論理回

路における解析を多角的に肯定し，同時に論理式の整合性を証明していると見な

しえる。

3.5談話概念を導入した論理式の生成過程

第二章で命題論理と述語論理を併用した論理式による分析を試みたが，これは

前置詞“姶”、“被”、“在”が，意味上，文の核を成す述語として， 三つの個体の

関係を定めている，と考えたものである。つまり，これらの前置言可は“ α”、“8

“γ”という 三つの項をとる函数であるとした。そこで本節では新たな視点から

論理式の生成過程を提案したい。即ち，まず“ γ”の部分が先に完成し，その後，

“α”、 “8”が生成される，と考えるのである。そこで再度“体在返等我”の

文を例として用いる。この文には如何なる意味が含まれているだろうか。まず直

観的に一つ挙げるとすれば，“等”によって構成される“体等我”「あなたが私を

待つ」を選ぶのが妥当であると言える。従ってこれを論理表記すると，

(11）等’（休，我）

待ツ ～ガ ～ヲ

となる。“等’（休，我）”は「あなたが私を待つ」という意味を表 している。そ し

て，統語上，“休在迭等我”における“等”の前方には“在迭”が生起しているの
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で，（11）の式に“在返”の意味情報を加えると，以下のような式となる。

(12）等’（休，我）＆在’｛等’（休，我）' jさ｝

待ツ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ 一，、、，一
“等’（休，我）”は「あなたが私を待つj という意味を表し “在’｛等’（体，

我）' jさ｝”は「それ（あなたが私を待つ）がここに存在する j の意を示している。

そして (12）の式に談話概念が加わると以下のような論理式が考えられる。

( 13) 待ツ～ガ～ヲ存在スル ～ガ ～ニ

在’［休， iさ，等’（体，我）＆在’｛等’（休，我）' jさ｝］

アル ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

(13）と（12）の違いは“等’（休，我）＆在’｛等’（休，我）' jさ｝”の式に“在”、“体”、

“法”といった三つの成分が加わっていることである。そこで次に，考察の便宜

を図り，（13）の式を四つ（A、B、C、D）に区分する。つまり“在”と“体”と“法”

と“等’（体，我）＆在’｛等’（休，我）' jさ｝”である。より分かりやすくさせるため，

以下のように示そう。

( 14）在’［休， iさ，等’（休，我）＆在’｛等’（件、，我）' jさ｝］

A B C D 

“A”は“在’”を指し，“B”は“体”を指している。そして，“C”は“法”を

指し，“D”は“等’（体，我）＆在’｛等’（休，我）' jさ）”を指示している。

そして，（14）で“A円の“在，”と“B”の“佑：

ているのは談話概念によるものだ、と考える。

まず“A”の“在’

よりも広い作用域を有していると理解するが これは“D”において“在”が一度

生起したが故，“A”の位置で再び使われた，と考える。“A”で“在”が使用され

た理由は，“B”の“体”と，“C”の“遠”と，“D”の“等’（休，我）＆在’｛等’（材、，

我）' jさ｝”の関係を規定するためである。そこで“B”と“C”が何故用いられるこ

とになったのかを説明する必要がある。それは，“介、在迭等我”では“体”が主要

話題を，“注”が副話題を表しえると判断したからである。即ち， (13）の式は，（12) 

の式（即ち Dの式）に談話概念が導入されたことを意味するので，“体”が“B”へ，

“迭”が“C”へ生起しえるのは “B”の“体”と“C”の“法”が共に“D”にお

いて既に使用されたからである，と考えられる。 3)

以上が談話概念の視点から見た“体在逮等我”の論理式の生成過程である。

3.6第三章の結び

本章は［進行］の意味を示す“在”によって構成された“休在返等我”の論理式

の整合性を高めるため，オートマトン、状態遷移図、論理回路，更にはタイプ理

論を運用して解析した。最後には談話概念の視点から論理式の生成プロセスを検
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討した。

注

1）本章は青木（2013c）の『時態成分“在”の生成過程』に対して大幅に加筆、修

正を行ったものである。

2）本章の論理式における括弧は“（ ）”、“｛ γ、“［ ］”の三つを使用する。そ

して“（ ）”が最も作用域が狭く，“［ ］”が最も作用域が広いと仮定する。 即

ち下記の（a）のように考える。

(a) ( ）く｛｝く［］

(a）は，“（ ）”は“｛ ｝”より作用域が狭く，“｛ ｝”は“［ ］”より作用域が

狭いことを表している。

3）徐烈畑（2002）は文頭の位置に生起する成分は“主活題”，そして主語と動詞の

聞に生起する成分を“次活題”と主張した。例えば，徐烈畑（2002:404）で挙げら

れた“烈性酒老張不喝。”（きつい酒は張さんは飲まない。）における“烈性酒”は

“主活題”であり，一方，“老政烈性酒不喝。”（張さんはきつい酒は飲まない。）

における“烈性酒”は“次活題”であると見なした。従って，本稿では以上の見

解を参考にして，“在”の前方に位置する成分を主要話題（“主活題”），そして“在”

の目的語，即ち，主語と動詞の聞に生起してその文の出来事の存在場所を表現す

る成分を副話題（“次活題”）と見なすことにする。
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第四章［現場進行］における副詞“在”と［非現場進行］における副詞“在” l)

4.0はじめに

第一章で言及したように，王迩主繍（1997:1103）は副詞“在”を二つに区分した。

一つは，「動作の持続が絶えず進行していることを表わす。Jである。いま一つは，

「ある範囲において活動していることを強調する。しかしそれは動作が進行の状

態にあることを記述しているわけではなしリである。そこで本章では，この王迩

主繍 (1997:1103）の見解をヒントに，高I］詞の“在”が生起する文を［現場進行］と［非

現場進行］の二タイプに区分して考察を行う。

要点は以下の三点である。

第一に，［現場進行］の文は，出来事が発話時間において存在している点に注目

が置かれた［進行］であり，一方［非現場進行］は，発話時間に制限されず，出来事

が複数存在している点に着眼した［進行］である。

第二に，［現場進行］の文の出来事地点は発話者が把握した特定の地点であり，

［非現場進行］の文の出来事地点は複数に及び 一つの出来事地点を明示できない

ということである。

第三としては，［現場進行］の文は出来事の多発を保証する成分が生起しないが，

［非現場進行］の文には出来事の多発を保証する“最近”、“現在”、“毎天”、“一天

到晩”、“一宣”、“六年”といった成分が生起するということである。

4. 1 ［現場進行］を表す“在”

まず［現場進行］を表すと見なしえる“在”の例を五つあげて解析を行う。［現場

進行］とは発話時間における ［進行］である。つまり，発話時間において出来事が特

定の場所において存在している，ということである。まず（1）の例を見られたい。

(1）我的手机在駒，手机在楼上包里呪。（テレビドラマ《温柔的背叛》第 27話）

（俺の携帯が鳴っている。携帯は二階の鞄の中だ。）

この文の“我的手机在日向”における“在”は［現場進行］の意を表わすと考えら

れる。まずこの用例がいかなる場面において発話されたのかを簡潔に述べること

にしよう。このシーンは，ある晩，豪邸に住む主人と妻がリビングで寛いでいる

と，突如携帯電話が鳴りだす。すると主人は，自分の携帯が二階で鳴っているの

に気付き，“我的手机在哨，手机在楼上包里呪”と発話して急いで二階へと向かう

ことになる。そこで注目されたいのは，民我的手机在日向”の後に生起する“手机在

楼上包里n,尼”である。これによって，“我的手机在栴”は“楼上包里”において生

じていると理解できる。つまり，発話者が携帯電話の着信音を聴くことによって，

“我的手机日向”という出来事が“楼上包里”において存在していると知覚したの

である。故に，ここでの“在”は［現場進行］であると見なしえる。これはドラマ
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・・ ♂ ・．

《温柔的背叛》を見ると“我的手机哨”という出来事の臨場性を鮮明に感じとる

ことができる。

重要なことは，“我的手机在駒”の動詞“哨”は（持続］の意味特徴を有し，かっ

“我的手机在駒”には“日向”の［持続］を［終息、） させる成分が生起していないとい

うことである。従って，“我的手机在日向”における動詞“痢”の［持続］の意味特徴

が（進行］の表現を導いていると理解できる。 2)

また，この“我的手机在日向”において生起する“在”は場所を示す目的語を伴

っていないが，（1）を見ると，“我的手机在哨”の後方には“手机在楼上包里”と

いう命題表現があるので，“我的手机在痢”の出来事地点は“楼上包里”であると

見なしえる。故に，“我的手机在日｜句”に含まれている意味は， f私の携帯が，二階

の鞄の中において，私の携帯が鳴っているJ となる。そこで以上の考察を踏まえ

て，“我的手机在附丹に含まれている意味を命題論理と述語論理によって表記して

みることにしよう 。3)

(la) 鳴ル ～ガ存在スル ～ガ ～ニ

在’［我的手机，楼上包里，哨’（我的手机）＆在’｛哨’（我的手机），楼上包皇｝；

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この論理式は“哨’（我的手机）”が f俺の携帯が鳴る j という意味を表し，

在’｛哨’（我的手机），楼上包里｝”が「それ（俺の携帯が鳴る）が二階の鞄の中に存

在する j という意味を表し， “在’ ［我，楼上包里，日向’（我的手机）＆在’｛a向’（我

的手机），楼上包里｝］”が「俺の携帯が，二階の鞄の中において，俺の携帯が鳴り、

かつそれ（俺の携帯が鳴る）が二階の鞄の中に存在するという様態にあるJ という

意を表している。

次は（2）の“我打卒”という文における“在”が［現場進行］であることを証明

する。

(2）我在打卒！（テレビドラマ《政小五的春天》第 2話）

（私はタクシーを拾っているのよ！）

この（2）の引用先であるテレビドラマ《張小五的春天》によると，この場面は酒

に酔った発話者が一人でタクシーを拾っている所である。よって， “我在打卒”

における“在”は［現場進行］を表すと考えられる。この文における動詞の“打”

は論理的な観点からいうと，［終息、］することなく［持続］する特徴を有している。

そして“我在打卒”における“卒”は具体的な数量情報が含まれておらず， “打

’の動作量を ［終息］させることができないので， “打”が表わす［持続］の意味特

徴が［進行］の概念を可能にさせていると考えられる。

また， ドラマ《弦小五的春夫》を確認すると，この（2）の場面における“我打

卒”という行為は，発話者が存在している一つの場所に限られて行われているの
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． , ． 

で， “在”の目的語は“返JL”であると考えられる。従って， “我在打卒”が表

す意味は「私が，ここにおいて，私がタクシーを拾っている j と解釈すると，

(2a) 拾ウ～ガ～ヲ 存在スノレ ～ガ ～ニ

在’ ［我，iさん，打’ （我，卒） ＆ 在’ ｛打’ （我，卒）' jさjし｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

といった式となる。この論理式は“打’（我，卒）”が「私がタクシーを拾う」とい

う意味を表し， “在’｛打’（我， ~f ），込－ JL ｝”が「それ（私がタクシーを拾う）がと

こに存在するJ という意味を表し “在’［我，迭JL，打’（我，卒）＆在’｛打’（我，

卒）' jさ）L}J”が「私が，ここにおいて，私がタクシーを拾い、かつそれ（私がタク

シーを拾う）がここに存在するという様態にある j という意を表している。

今度は（3）の“我知道体在所着”（僕は君が話を聞き続けていることを知ってい

る）における“在”が［現場進行］であることを明瞭にさせよう。

(3）我知道休在所着，而且都所遊去了。好妹妹，介、連死都不伯，ヌ住道迩伯挺起

胸腔活着？（テレビドラマ《京隼畑云》第 32話）

ここでは“休在所着”に焦点を当てて論じる。この“体在所着”の“在”は［現

場進行］を表している。ドラマ《京隼熔云》を視聴すると，実際に“介、所着”がー

カ所で起こっていることが分かる。従って“体q庁着”の出来事地点は“法jし”で

あるとい “休在所着”に含まれている命題内容は fあなたが，ここにおいて，

あなたが僕の話を開き続けている」と解釈しえる。

また，“所”という動詞は［持続］の意味特徴を有し，かつ，この後方には［持続］

の意を表す時態助言可“着”が生起しているので “所”の［持続性］が確実に保証

されている。よって［進行］の概念が生じえたと見なしうる。

以上の解析を踏まえて“休在所着”を論理式で表現することにしよう。（3a）を

見られたい。 4)

(3a) 話ス～ガ～ヲ アル ～ガ ～トイウ様態ニ

在’ 《体，iさJL，所’ ｛休，説’（我，活）） ＆ 有’ ［所’ ｛佑に説’ （我，活）），着］

開ク

アノレ ～ガ ～ニオイテ

～ガ ～ヲ

存在スル ～ガ ～ニ

＆在’｛有’［所’（体，汲’（我，i舌） ｝，着］， jさjし】》

～トイウ様態ニ

この論理式は，まず“説’（我，i舌）”が 「僕が話しをする j という意味を表し，

次に， “所’｛休，悦’（我，活）｝”が「君がそれ（僕が話しをする）を聞く」という

意味を表し， “有’［所’｛体，悦’（我，活）｝，着］”が「それ（君が僕の話しを開く）

が［持続］という様態にあるj という意味を表している。そして， “在’ 【有’［

53 



所’｛位、，説’（我，t舌）｝，着］， jさjし】”は 「それ（君が僕が話しをするのを聞き続け

る）がここに存在する j という意味を表し， “在’ 《休， iさjし，所’ ｛休，説’（我，

i舌）｝＆有》 ［所’｛休，説’（我活））着］＆在’ 【有’ ［所’ ｛依，滋’（我，活）｝，着］，

iさjし】 》”が 「君が，ここにおいて，君が僕が話しをするのを聞き続け、かっそ

れ（君が僕が話しをするのを聞き続ける）がここに存在するという様態にあるJ と

いう意を表している。5)

次の考察は（4）における“既然体的在工作”の一節を中心に進めていくことに

したい。

(4）既然体的在工作，我就不打抗了，体制娃接日巴。（テレビドラマ《夫妻那些事》

第 13話）

“体的在工作”（あなたたちが仕事をしている）の文における“在”は［現場進

勺今 行］の意を表わしている。これはドラマ《夫妻那些事》における会話のやりとりを

見ると，この場面において“休伯工作”が行われていることをはっきりと看取す

ることができる。

次に動詞“工作”の意味特徴について考えると， “体的在工作”には“工作”

という持続動詞を［終息］させる成分が生起していないので， “工作”に内在する

無限の［持続］によって［進行］の表現が保証されていると考えられる。

なお“体的在工作”における“在”の目的語について気になるところだが，こ

れはドラマ《夫妻那些事》によると， “工作”は発話者の目の前において生じて

いる［現場進行］なので “工作”の出来事地点は“注JL”であると判断すること

ができる。よって，論理的に“休ff]在工作”は「あなたたちが，ここにおいて，

あなたたちが仕事をしているJ という命題内容を導くことができる。従って論理

式を用いると，

(4a) 仕事ヲスル ～ガ 存在スノレ ～ガ ～ニ

在’ ［休官J'iさJL，工作’（体的） ＆ 在’ ｛工作’（弥ff]),jさjし｝］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

と表記できる。この式は“工作’（体的）”が「あなたたちが仕事をするJ という

意味を表し， “在’｛工作’（介、ff]），迭JL｝”が「それ（あなたたちが仕事をする）

がここに存在するjという意味を表し， “在’［介、ff]'iきJL，工作’（休1fJ)＆在’ （工

作’（体イf])' iさjし｝］”が「あなたたちが，ここにおいて，あなたたちが仕事をし、

かつそれ（あなたたちが仕事をする）がここに存在するという様態にあるJ という

意を表 している。

次の（5）では“和九位杭州来的茶商在説活”における“在”について考えたい。

ここでの“在”も ［現場進行］の意を表している。

(5) A：二円房里木三和莫愁迩在不在？

B：都在。
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A：太太呪？

B：在客庁，和九位杭州来的茶商在説活。（テレビドラマ《京隼畑云》第 26

話）

(A：「書斎には木竺と莫愁がまだいるか？ J ) 

(B：「し、ます。J) 

(A：「うちの妻は？」）

(B：「奥様は客間にいます、杭州から来た茶商の方々と話をしているとこ

ろです。J) 

問題となる箇所は“在客庁，和九位杭州来的茶商在説i舌”である。この文は［現

場進行］であると見なす。即ち，（5）の場面において発話者 Aと発話者 Bが会話を

行っているときに“和九位杭州来的茶商在悦活”が“客庁”において行われてい

1 ギ j るのである。この（5）におけるやり取りは，実際に《京隼畑云》を確認すると，発

話者 Bが“和凡位杭州来的茶商在説活”という出来事が行われている“客庁”へ

と指を向けているので 確かに“和凡位杭州来的茶商在説活”の現場性を感じる

ことができる。また“和凡位杭州来的茶商在説活”の前には既に“客庁”が生起

しているので“和九位杭州来的茶商在説活”の“在”の後の“客庁”は既知の情

報として省略されたと考えられる。しかし，意味上は“和凡位杭州来的茶商在悦

活”における“在悦活”は「奥様が，客間で，奥様が話をしている j という意味

を含んでいると解すべきである。

また，ここでの“説”という動詞は， “活”が後続して「話しをする j という

意味を表わすが， “説活”は具体的な動作量が定まっていない。即ち“和九位杭

州来的茶商在説活”の文には“説”が有する［持続］を［終息］させる成分が存在し

ない。よって， “説”自体に備わる無限の［持続］により，［進行］の意を表す“在

，の生起条件が充足されたと考えることができる。

では“在説活”の部分に着眼した論理表記を行うことにしよう 。

(5a) スノレ ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

在’［太太，客庁，説’（太太，活） ＆在’ （説’（太太，i香），客庁）］

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

この論理式は“説’（太太，活）”が「奥様が話をするJという意味を表し， “在

（説’（太太，活），客庁γ’が 「それ（奥様が話をする）が客聞に存在する j という

意味を表し， “在’［我，客庁，悦’（太太，活）＆在’ （改’（太太，i舌），客庁）］”が

「奥様が，客聞において，奥様が話をし、かつそれ（奥様が話しをする） が客聞に

存在するという様態にあるJという意を表している。

以上（1）から（5）までの用例を全て考察した。本節の終わりに改めて［現場進行］

の特徴を確認しておくことにしよう 。それは次の二点である。
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一つは， ［現場進行］は発話時間において生じている［進行］のことを指すという

ことである。いま一つは，［現場進行］は発話時間において生じているので，その

出来事地点は発話者が把握した特定の場所において行われているということであ

る。

4.2 ［非現場進行］を表す“在”

ここでは［非現場進行］を表す“在”について詳述する。［非現場進行］とは，発

話時間に影響されない［進行］のことを指す。故に，出来事が，比較的長期にわた

って存在していることを表現することができる。用例は全部で七つある。まず（6)

の“我最近在減肥”の箇所における“在”が［非現場進行］であることを証明しょ

フc

(6) A：好香峨！

B：要不要来点，我老姐倣的。

A：不了，我最近在減肥。（テレビドラマ《愛情公寓第一季》第 14話）

(A：いいにおい！）

(B: fちょっと食べてみない？姉ちゃんがつくったんだよ！ J ) 

(A: ！止めとくよ、最近ダイエットしているんだ。J) 

ここでは“在”が生起する“我最近在減肥”の一文について集中的に論じる。

この文における“在”は［非現場進行］に当てはまる。その理由は二つある，一つ

は，“最近”が複数の出来事の存在を可能にさせているためである。というのは，

“最近”は《現代双活河典（第 6版）》（2012:1741）によると 「発話の前後の遠く

ない日を指す。 j といった記述がなされているためである。つまり“最近”の生起

により，一定の時間幅が提供されるので，“我減肥”という出来事が複数存在して

いると考えられるのである。

“我最近在減肥”の“在”を［非現場進行］として解しえる第二の理由は，この

文において生起する“減肥”という行為が［持続］の意味特徴を保持しているから

である。従って，（6）の場面では，発話者 Aは発話者 Bが作った食べ物を“我最近

在減肥”といって拒むが，この表現は実際にその地点で“減肥”という行為が行

われていることに重点をおいたものではなく， “最近”の範囲において生じた幾

つもの“減肥”を纏めて表現したのである。つまり，発話者は，（6）の発話時にお

いて，概念上“我減肥”をすべて様態的に捉えて一度に表現したと解しうる。

また， “我最近在減肥”では， “在”の後ろに目的語が生起していない。その

原因として考えられるのは， “減肥”は様々な場所で行われるが故，特定の出来

事地点をわざわざ指示する必要がなし1からである。従って，“我最近在減肥”は

「（最近という範囲において）僕が，ある場所において，僕がダイエットをしてい
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るj という意を包摂していると解しえる。そこで“我最近在減肥”を以下の如く

論理表記することにしたい。

(6a) スノレ ～ガ～ヲ存在スノレ ～ガ ～ニ

有’ 【在’［我， φ，減’（我，肥）＆ 在’｛減’（我，月E）， φ｝］，最近】

アル～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ範関ニ

この論理式は“減’（我肥）”が「私がダイエットをするJという意味を表し，

“在’（減’（我，肥）' <!> ｝”が「それ（私がダイエットをする）がある場所に存在す

るj という意味を表し， “在’［我， O ，減’（我，肥）＆在’｛減’（我， m~D ， φ ｝］”が

「私が，ある場所において，私がダイエットをし、かつそれ（私がダイエットを

する）がある場所に存在するという様態にあるJという意味を表し， “有’｛在’［

） 我， φ，i減’（我，肥）＆在’ （減’（我，月巴）， φ｝］，最近｝”が「私がある場所において

ダイエットをしているが 最近という範囲にあるj という意を表している。

次の（7）では“我現在在念有”における“在”について考えてみよう。ここで

の“在”も［非現場進行］の意を表している。

(7）小梅，我現在在念~，体iよ家里地知道件、杯苧了……（テレビドラマ《夫妻

那些事》第 17話）

（小梅、俺はいま学生をしているのだから、家の方に君が妊娠したことを知

らせてしまったら……）

“我現在在念持”における“在”は［非現場進行］であると見なす。それを根拠

づけるものとして，第一iこ，“現在”が重要な成分として挙げられる。“現在”は

《現代双活河典（第 6版）》（2012:1416）によると，「この時、発話の時を指す。時

に発話前後の一定の時間を含む。 Jといった意を表すので，（7）で生起する“現在”

が表す意は「発話の時j ではなく， 「発話前後の一定の時間j の意を表すと見な

しえる。従って“念持”という出来事が存在し続けていることを想像しえる。

次に，この文が［非現場進行］であることを表す最も決定的な根拠は，（7）におい

て，“念有”という行為を具体的に行っていないことである。これは実際にドラマ

《夫妻那些事》を確認すると容易に看取できる。

また，論理的にこの“我念有”を［非現場進行］の意として捉えるための前提と

して重要なことは “念有”が無限の［持続］という意味特徴を有し，同時に，この

“念持”を［終息］させる成分が“我現在在念有”において生起していない，とい

うことである。

なお，“我現在在念~”は“在”の後方に目的語が伴っていないが，“念~”は

一定の期間において常にその学生という身分が続いているので，“我念有”がどこ

で生じているかについては特別明示する必要がないといえる。従って，“我現在在

念~”は「（現在という範囲において）僕が，ある場所において，僕が学生をして
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いるj といった解釈ができる。

では論理式を運用して“我現在在念持”に含まれている意味を論理表記するこ

とにしよう。

(7a) スル～ガ～ヲ 存在スル～ガ ～ニ

有’ ｛在’［我， φ，念’（我，有） ＆ 在’｛念’（我，有）， φ）］，現在｝

アル～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ範囲ニ

この論理式は，まず“念’（我，~）”が f僕が学生をする J という意味を表して

いる。次に“在’｛念’（我，有）， φ｝”が fそれ（僕が学生をする）がある場所に存

在する jという意味を表している。更に“在’［我， φ，念’（我，有）＆在’｛念’（我，

有）， φ｝］”が「僕が，ある場所において，僕が学生をし、かつそれ（僕が学生をす

る）がある場所に存在するという様態にあるJという意味を表し，式全体である“

有’ 【在’［我， φ，念’（我，有）＆在’｛念’（我，判）， φ｝］，現在｝”が「僕がある場

所において学生をしているが，現在という範囲にあるJ という意を表している。

次は（8）の“勉現在践欧間在交往”における“在”に注目する。ここでの“在”

も［非現場進行］の意を表している。

(8) A：那富二代都服体説什合、了冴？

B：勉現在限欧問主交往，到吋候，会姶我下帖子。

A：欺人太甚了日巴勉！（テレビドラマ《再婚遊行吋》第 7話）

(A：「あの成り金娘はあなたに何言ったの？ J ) 

(B：「彼女は今欧陽と付き合っていて、時が来たら、結婚の招待所をくれる

って。 J) 

(A：「侮辱するにもほどがあるわ！ j ) 

この用例の中の“地現在限欧悶在交往”における“在”は［非現場進行］である。

その理由は第ーに，（8）の用例の引用先である《再婚遊行吋》によると，この場面

は“地現在眼欧阿在交往”という行為が実際に行われていないためである。とい

うのは，この（8）の場面は， 《再婚遊行吋》を確認すると，発話者 Aと発話者 B

が喫茶店で，先ほど発話者 Bが“富二代”に出会った時のことについて会話をし

ているシーンであるからである。

“地現在限欧悶在交往”の“在”が［非現場進行］となる理由の第二としては，

“他現在限欧間在交往”における“現在”が“交往”という出来事の複数の存在

を可能にさせているためである。ここでの“現在”は（7）で既述したように，発話

時の一点を指示するのではなく，発話時の前後の時間を含んでいるので，出来事

の複数の存在を許容することができる。従って，“地現在践欧間在交往”の［進行］

は厳密に定めると［非現場進行］と見なしうる。
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